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今
年
六
月
三
〇
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
日
本
再
興
戦
略
」
改
訂
二
〇
一
五
で
は
、

投
資
拡
大
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
「
生

産
性
革
命
」
の
推
進
な
ど
を
前
面
に
打
ち
出

し
た
。
こ
の
中
で
、「
働
き
方
改
革
の
実
行
・

実
現
」
と
し
て
、
月
一
〇
〇
時
間
超
の
時
間

外
労
働
が
把
握
さ
れ
た
す
べ
て
の
事
業
場
に

対
す
る
監
督
指
導
の
徹
底
、
お
よ
び
早
い
時

間
か
ら
働
き
夕
方
を
家
族
の
時
間
に
充
て
る

「
夏
の
生
活
ス
タ
イ
ル
変
革
（
ゆ
う
活
）」

の
展
開
を
柱
に
す
え
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
二
月
一
二
日
の
施
政
方

針
演
説
で
安
倍
首
相
は
、「
昼
が
長
い
夏
は
、

朝
早
く
か
ら
働
き
、
夕
方
か
ら
は
家
族
や
友

人
と
の
時
間
を
楽
し
む
。
夏
の
生
活
ス
タ
イ

ル
を
変
革
す
る
新
た
な
国
民
運
動
を
展
開
す

る
」
と
強
調
。
さ
ら
に
、
三
月
二
〇
日
に
閣

議
決
定
し
た
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
で
も

「
夏
の
生
活
ス
タ
イ
ル
変
革
」
を
「
国
民
運

動
と
し
て
展
開
す
る
」
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
こ
う
し
た
動
向
を
受
け
、
政
府
は
四
月

二
四
日
、「
夏
の
生
活
ス
タ
イ
ル
変
革
」
の
通

称
を「
ゆ
う
活
」（
ゆ
う
や
け
時
間
活
動
推
進
）

と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
「
ゆ
う
活
」
は
、
長
時
間
労
働
の
抑
制
や

豊
か
な
生
活
実
感
に
つ
な
が
る
働
き
方
改
革

を
推
奨
す
る
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

七
月
か
ら
中
央
省
庁
の　
　
　
　
　

「
ゆ
う
活
」
が
ス
タ
ー
ト

　

こ
の
「
ゆ
う
活
」
の
民
間
で
の
活
用
を
率

先
垂
範
す
る
た
め
、
中
央
省
庁
な
ど
の
国
家

公
務
員
を
対
象
と
し
た
朝
型
勤
務
が
七
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

国
家
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
昨
年
一
〇
月

に
政
府
が
策
定
し
た
「
国
家
公
務
員
の
女
性

活
躍
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
の
た

め
の
取
組
指
針
」
で
、
今
年
七
～
八
月
を

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
強
化
月
間
」

と
す
る
こ
と
が
す
で
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
各
省
庁
が
独
自
に
策
定

し
た
休
暇
取
得
促
進
や
在
庁
時
間
縮
減
な
ど

強
化
月
間
の
取
り
組
み
と
と
も
に
朝
型
勤
務

が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
期
間
中
は
、
通
常
八
時
三
〇
分
～
九

時
三
〇
分
の
勤
務
開
始
時
刻
を
一
～
二
時
間

程
度
早
め
、
早
朝
出
勤
の
職
員
は
原
則
定
時

退
庁
と
し
、
毎
週
水
曜
日
は
遅
く
と
も
二
〇

時
ま
で
の
庁
舎
消
灯
を
励
行
す
る
。

　

対
象
は
地
方
の
出
先
機
関
を
含
め
て
約
二

二
万
人
に
の
ぼ
る
。
政
府
は
地
方
自
治
体
や

民
間
企
業
に
も
広
げ
た
い
考
え
で
、
具
体
的

に
は
、
夏
の
時
期
に
「
朝
型
勤
務
」
や
「
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」
な
ど
を
活
用
・
推
進

し
、
夕
方
早
く
に
職
場
を
出
る
生
活
ス
タ
イ

ル
の
普
及
・
定
着
を
め
ざ
し
て
い
る
。

民
間
で
も
活
用
進
む
「
ゆ
う
活
」

　
「
朝
方
勤
務
」や「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」

の
推
進
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
民
間
の

事
例
も
出
始
め
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
キ

ヤ
ノ
ン
、
デ
ン
ソ
ー
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
、

東
京
急
行
電
鉄
、
伊
藤
忠
商
事
、
千
葉
銀
行
、

七
十
七
銀
行
、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
、

オ
プ
ト
、
建
設
技
術
研
究
所
な
ど
の
事
例
を

紹
介
。
社
長
が
社
内
外
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
見
直
し
に
よ

る
朝
型
勤
務
を
試
行
し
、
社
員
食
堂
で
の
朝

食
を
無
料
化
、
在
宅
勤
務
制
度
の
拡
充
（
テ

レ
ワ
ー
ク
推
進
） 

と
い
っ
た
取
り
組
み
の
実

情
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

新
設
さ
れ
た
「
か
と
く
」
で　
　
　

初
の
書
類
送
検

　

長
時
間
労
働
の
是
正
の
た
め
の
監
督
指
導

体
制
の
充
実
・
強
化
に
向
け
て
、
四
月
一
日

に
は
、
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
被
害
の
防
止

な
ど
を
強
化
す
る
た
め
、
違
法
な
長
時
間
労

働
を
行
う
事
業
所
に
対
し
て
監
督
指
導
を
行

う
過
重
労
働
撲
滅
特
別
対
策
班(

通
称
「
か

と
く
」)

が
新
設
さ
れ
た
。

　

東
京
労
働
局
で
の
発
足
式
で
塩
崎
厚
生
労

働
大
臣
は
「
過
重
労
働
の
撲
滅
に
全
力
で
取

り
組
み
、
働
く
方
が
安
心
し
て
活
躍
で
き
る

よ
う
に
成
果
を
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と
訓
示
。

「
か
と
く
」
は
東
京
労
働
局
と
大
阪
労
働
局

の
二
カ
所
に
設
置
さ
れ
、
労
働
基
準
監
督
官

が
そ
れ
ぞ
れ
東
京
に
七
人
、
大
阪
に
六
人
が

配
置
さ
れ
た
。

　

違
法
な
長
時
間
労
働
を
強
い
る
企
業
の
な

か
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
保
存
さ
れ
た
労
働
時

間
の
デ
ー
タ
を
改
ざ
ん
す
る
な
ど
悪
質
な

ケ
ー
ス
も
多
い
。
こ
の
た
め
、「
か
と
く
」
で

は
高
度
な
捜
査
技
術
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

こ
と
か
ら
、
専
門
機
器
を
用
い
て
デ
ー
タ
の

解
析
を
行
い
、
過
重
労
働
が
認
め
ら
れ
る
企

業
な
ど
に
監
督
指
導
や
検
査
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
大
手
企
業
を
中
心

に
調
査
を
進
め
た
結
果
、
六
月
二
日
に
靴
小

売
店
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
マ
ー
ト
」
の
運
営
会
社
が
、

東
京
都
内
二
店
舗
で
従
業
員
に
違
法
な
長
時

間
残
業
を
さ
せ
た
と
し
て
、
労
働
基
準
法
違

反
容
疑
で
「
エ
ー
ビ
ー
シ
ー
・
マ
ー
ト
」（
東

京
都
渋
谷
区
）
と
同
社
労
務
担
当
取
締
役
ら

が
東
京
地
検
に
書
類
送
検
さ
れ
た
。

　

一
方
、
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
に
向

け
て
は
、
地
方
自
治
体
な
ど
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
祭
り
な
ど
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
合

わ
せ
て
地
域
に
お
け
る
休
暇
取
得
促
進
の
働

き
か
け
を
行
う
「
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

休
暇
取
得
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
事
業
」

を
さ
ら
に
推
進
す
る
。
た
と
え
ば
今
年
は
、

静
岡
県
と
静
岡
県
島
田
市
・
川
根
本
町
で
、

県
民
の
日
（
八
月
二
一
日
）
を
重
点
実
施
日

に
、
八
月
を
重
点
実
施
期
間
と
し
て
、
企
業

や
住
民
を
対
象
に
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
を

促
進
す
る
働
き
か
け
を
行
う
。

　

厚
労
省
は
こ
の
事
業
を
通
じ
て
休
暇
取
得

の
効
果
検
証
や
事
例
の
収
集
を
図
る
な
ど
、

地
方
単
位
で
の
年
休
取
得
促
進
に
期
待
を
か

け
て
い
る
。�

（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

ゆ

う

活

2

官
公
庁
か
ら
民
間
を
巻
き
込
ん
だ
国
民
運
動
を
展
開


